






物 性（測定例） 

●ゲルタイム（デンカセッターＤ-100　 汎用） 
　ゲルタイムは、セメントの銘柄によって変動しますので、施工前に確認の上使用して下さい。 
　また、練り置き時間が長くなるとセメントの水和反応が進みゲルタイムが短くなりますのでご注意下さい。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

●ホモゲルの一軸圧縮強度 
　強度は、練混ぜ水の水質や、温度、セメントの銘柄、保存状態等によって異なりますので、 
　事前に性状確認の上使用して下さい。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
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図2・・・セッタ－量とゲルタイムの関係 

10℃ 

20℃ 

30℃ 

（高圧注入用　　普通セメント） 
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図1・・・セッタ－量とゲルタイムの関係 
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（一般注入用　　普通セメント） 
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図3・・・セッタ－量とゲルタイムの関係 
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（トンネル補助工法用　　コロイダルスーパー） 

トンネル補助工法用　　コロイダルスーパー 
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高圧注入用　　普通セメント 

一般注入用　　普通セメント 

＊（材齢1日で脱型後、20℃で水中養生） ■本書記載のデータは、代表的な実験値です。参考として下さい。 

■本書記載のデータは、代表的な実験値です。参考として下さい。 

図4・・・各配合の強度発現性 

必ずデンカセッターを先に入れて下さい 
A液（ES）は単体でも固まります 



●耐久性（長期安定性） 
　デンカＥＳの硬化体はセメント硬化体と同様に湿潤状態では体積の収縮がなく長期にわたって安定です。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

●溶液粘度特性 
　デンカＥＳの混合液はゲル化寸前まで粘度の変化が少ないため効果的な注入性状が得られます。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
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図5・・・ホモゲルの長さ変化率 （２０℃水中） 

図6・・・セメント・ＥＳ混合液の粘度特性 
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デンカES （一般注入用配合） 

デンカES （高圧注入用配合） 

デンカES 
（セッター  1%） 

デンカES 
（セッター  2%） 

懸濁型水ガラス 

懸濁型水ガラス 

■本書記載のデータは、代表的な実験値です。参考として下さい。 

■本書記載のデータは、代表的な実験値です。参考として下さい。 

＊（一般注入用配合－普通セメント・デンカセッターＤ-100、20℃  RH80％） 

＊養生（材齢1日まで封緘、以後水中），基長（脱型後） 








